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１．目的  

 現在、コンクリート構造物の部分断面修復工法には、主にこてを使用

した左官工法（写真１）が適用されている。この工法は、大掛かりな道

具が必要ではないというメリットがあるが、鉄筋背面や鉄筋交差部周辺

への材料充填など、品質の確保が困難な場合がある。 
 そこで、小断面を修復する際に左官工法と比較して一定の施工品質を

確保することが可能な「部分断面修復に特化した吹付け工法」の開発を

行ったので報告する。 
２．開発方針  

図１は、今回の小型吹付け機の開発方針の概念を示したものである。左官工法および吹付け工法のメリット

を採用し、デメリットを改良することを目指して開発を行った。特に、「安定した品質の確保」と「作業性」

に重点を置いた。適用範囲は、現在、左官工法が適用されている部分断面修復箇所とした。 
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写真 1 左官工法 

図１ 小型吹付け機の開発方針 

部分断面修復工法 全面断面修復工法

左官工法 吹付け工法（機械式）

  

小型吹付け機

・メリット
– 高所作業車を使うことで、点在する
現場を移動しつつ作業できる。
・デメリット

– 手作業であるため、熟練度による
仕上がりのバラツキが生じる。

– 鉄筋交差箇所の奥など、施工困
難な箇所がある。

・メリット
– 高圧空気により吹付けるため、
品質が比較的安定している。

・デメリット
– 設備が大規模となり、足場が必要。
– ホース・機器の洗浄、処理など
に手間がかかる

採用

ミキサ ポンプ コンプレッサ

改良

作業性と品質を確保し、
左官工法で施工困難な箇所への適用を目指す。
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３．小型吹付け機概要 

図２は本装置の写真（試作機）を示したものである。本装

置は材料押出用エア供給部、材料タンク部、吹付け用エア供

給部、ホース及び吹付けノズル部から構成される。従来の全

断面修復の吹付け工法と同様、コンプレッサからのエアを用

いて吹き付けるという点は同様である。大きな違いはポンプ

をなくした点である。従来、ポンプは補修材料を地上から足

場上の作業員のもつノズルまで圧送するという役割を持って

いた。今回対象とする部分断面修復で使用する材料は、箇所

ごとで僅かですむことから、本装置では地上から圧送するの

ではなく高所作業車の中にタンクを入れ、練混ぜた材料をタ

ンク内に投入することとした。また、タンクからの材料供給

はエアを利用した。そのため、従来の大掛かりな足場の設置

を省略することが可能となった。 

また、従来にも部分断面修復を吹付けで行うための取り組

みがなされているが、作業員が手で持つ部分が重くなるため

に採用されないケースも多く見られた。このため、吹付けノズル部と材料タンク部をホースにより分離するこ

とで、作業員が持つ必要のある部分を 1kg 以下に収め、作業性を向上させた。 

４．性能確認試験 

 本装置の性能を確認するため、３種類の吹付け用断面修復材

について、室内試験、現場試験（２箇所）を実施した。写真２,

３に吹付け試験状況、完成状況を示す。 
その結果、吹付け性状は各材料の特性により多少差異はあ

るものの、各材料とも仕上がり状況は良好であった。圧縮強

度、付着強度は、規格値に対して十分な値を示し、本装置が

断面修復材の強度、付着性に与える影響がないことを確認し

た。また、吹付け用エア、材料押出用エアを調整することで

各吹付け用断面修復材が各社の推奨練り混ぜ水量内で吹付

けが可能であることを確認した。作業性は、ホースの取り回

しも良く、材料の詰まりもなく良好であった。施工速度（材

料投入吹付けのみ）は 0:07～0:12 時間／1 層／㎡であった。
吹付けモルタルの充填性確認では、各試験体を切断し観察し

た。モルタル内に多少空隙が見られたが特に問題となるよう

な大きな空隙は見られなかった。 
５. まとめ 

本装置による試験施工の結果、断面修復材の強度・付着性

など「安定した品質」を確保できることを確認した。また、

「作業性」についても装置の取り回しが良く、材料詰まりは

起きづらいことを確認した。 
本装置は、断面修復面積 0.1 ㎡程度以上が点在する箇所、大型の吹付け機を持ち込むには効率的では
ない 5 ㎡程度の面積に向くと考えられる。なお、吹付け機を複数機同時に使用すればより効率が上がる
と思われる。 

写真３ 完成状況 

写真２ 吹付け試験状況 

図２ 小型吹付け機 
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